
イ
タ
リ
ア
型
二
院
制
の
現
状
と
課
題

田
　
　
近
　
　
　
　
　
肇

は 

じ 

め 

に

　

二
〇
一
三
年
二
月
二
四
日
及
び
二
五
日
に
行
わ
れ
た
イ
タ
リ
ア
の
代
議
院
及
び
元
老
院
の
総
選
挙
は
、
イ
タ
リ
ア
の
議
会
制
が
抱
え

る
問
題
点
を
極
端
な
形
で
顕
在
化
さ
せ
た
。
こ
の
総
選
挙
で
民
主
党
（Partito dem

ocratico

）
を
中
心
と
す
る
中
道
左
派
連
合
は
、

代
議
院
を
制
す
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
、
元
老
院
で
は
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
民
主
党

の
ベ
ル
サ
ー
ニ
書
記
長
は
、
元
老
院
の
信
任
を
受
け
る
見
通
し
が
立
た
な
い
ま
ま
組
閣
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
混
乱
に
よ
る
政

治
空
白
は
、
大
統
領
選
挙
の
混
乱
と
ナ
ポ
リ
タ
ー
ノ
大
統
領
の
再
選
を
経
て
、
中
道
左
派
と
中
道
右
派
と
の
大
連
立
に
よ
っ
て
レ
ッ
タ

政
権
が
成
立
す
る
ま
で
、
約
二
か
月
間
続
い
た
の
で
あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
議
会
政
が
こ
こ
ま
で
混
乱
し
た
の
は
、
既
成
の
二
大
政
党
連
合
に
対
す
る
不
信
と
「
五
つ
星
運
動
（M

ovim
ento cinque 

stelle

）」
と
い
う
第
三
党
の
躍
進
に
よ
る
二
大
政
党
（
連
合
）
制
の
機
能
不
全
に
も
そ
の
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
制
度

『岡山大学法学会雑誌』第63巻第１号（2013年８月）1

一

論
説

brought to you by COREView metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

provided by Okayama University Scientific Achievement Repository

https://core.ac.uk/display/16387196?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1


的
な
原
因
と
し
て
は
、
イ
タ
リ
ア
憲
法
上
、
両
議
院
の
権
限
を
完
全
に
対
等
な
も
の
と
す
る
独
特
の
二
院
制
が
と
ら
れ
て
お
り
、
ひ
と

た
び
両
議
院
の
間
に
「
ね
じ
れ
現
象
」
が
生
じ
る
と
、
直
ち
に
政
治
が
行
き
詰
ま
る
統
治
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
の
「
完
全
対
等
型
の
二
院
制
」
に
対
し
て
は
、
そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
七
月
現
在
ま
で
に
、
大
統
領
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
賢
人

会
議
（saggi
）」
に
よ
っ
て
二
院
制
改
革
の
た
め
の
憲
法
改
正
が
提
案
さ
れ
（
四
月
一
二
日）

1
（

）、
憲
法
改
正
手
続
の
開
始
を
求
め
る
動
議

が
代
議
院
及
び
元
老
院
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
（
五
月
二
九
日
）、
憲
法
改
正
の
た
め
の
合
同
委
員
会
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
そ
の

設
置
法
案
は
、
七
月
一
一
日
に
元
老
院
で
可
決
さ
れ
、
翌
日
、
代
議
院
に
送
付
さ
れ
た）

2
（

）。

　

本
稿
は
、
現
行
の
イ
タ
リ
ア
の
二
院
制
に
つ
い
て
何
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
、「
完
全
対
等
型
の
二
院
制
」
が
イ
タ
リ
ア
で
導
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
紹
介
し
（
一
）、
次
に
、
両
議
院
の
議
員
の
選

出
方
法
、
及
び
両
議
院
の
権
限
関
係
と
り
わ
け
通
常
法
律
の
制
定
権
と
政
府
に
対
す
る
信
任
付
与
権
に
着
目
し
つ
つ
、
イ
タ
リ
ア
の
二

院
制
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
で
「
完
全
対
等
型
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
概
観
し
（
二
及
び
三
）、
最
後
に
、
そ
の
よ
う
な

二
院
制
が
イ
タ
リ
ア
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
改
革
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
の
か
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い

（
四
）。

　

な
お
、
現
在
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
ど
の
よ
う
な
改
革
が
実
現
す
る
の
か
が
現
時
点
で
は
明
ら
か

で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
扱
わ
な
い
。
そ
の
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
本
稿
が
本
来
収
録
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
、
と
あ
る
比

較
議
会
法
の
出
版
企
画
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
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一　

二
院
制
導
入
の
経
緯

　

イ
タ
リ
ア
共
和
国
憲
法
第
五
五
条
は
、「
国
会
（Parlam

ento

）
は
、
代
議
院
（Cam

era 
dei 

deputati

）
及
び
共
和
国
元
老
院

（Senato della Repubblica

）
で
構
成
す
る
」
と
定
め
、
二
院
制
を
採
用
し
て
い
る）

3
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
院
制
は
、
以
下
に

詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
両
議
院
の
組
織
方
法
が
類
似
し
か
つ
両
議
院
が
完
全
に
対
等
な
権
限
を
有
す
る
と
い
う
、
比
較
法
的
に
み
て
き

わ
め
て
例
外
的
な
二
院
制
で
あ
っ
て
、「
完
全
な
二
院
制
（bicam

eralism
o perfetto

）」
な
い
し
「
対
等
な
二
院
制
（bicam

eralism
o 

paritario

）」
と
呼
ば
れ
る）

4
（

。

　

イ
タ
リ
ア
憲
法
上
こ
の
よ
う
な
完
全
対
等
型
の
二
院
制
が
採
ら
れ
た
の
は
、
要
す
る
に
、
憲
法
制
定
議
会
（
一
九
四
六
年
六
月
か
ら

一
九
四
七
年
一
二
月
ま
で
）
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
間
の
妥
協
の
結
果
と
い
う
ほ
か
な
い）

5
（

。
憲
法
制
定
議
会
で
の
議
論
に
お
い

て
は
、
主
権
の
単
一
性
を
根
拠
に
国
民
を
代
表
す
べ
き
議
会
は
一
つ
で
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
主
張
（
社
会
党
及
び
共
産
党
）
も
あ
っ
た

が
、
そ
の
よ
う
な
立
場
は
少
数
派
に
と
ど
ま
り
、
二
院
制
を
支
持
す
る
立
場
が
当
初
か
ら
支
配
的
で
あ
っ
た）

6
（

。

　

そ
う
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
二
院
制
を
構
想
す
る
か
が
問
題
に
な
る
が
、
こ
の
点
、
大
き
く
分
け
れ
ば
、
多
様
な
経
済
的
・
社
会
的
・

文
化
的
利
益
を
代
表
さ
せ
る
た
め
、
職
業
的
利
益
や
経
済
・
生
産
部
門
の
組
織
的
代
表
と
し
て
第
二
院
を
構
想
す
る
立
場
（
キ
リ
ス
ト

教
民
主
党
及
び
自
由
党
）と
、州
・
県
・
市
町
村
に
関
す
る
憲
法
第
二
部
第
五
章
の
諸
規
定
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
る
べ
き
州（Regione

）

の
利
益
を
代
表
す
る
議
院
と
し
て
第
二
院
を
構
想
す
る
立
場
（
共
和
党
）
と
が
あ
っ
た）

7
（

。
し
か
し
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
州
に
は
実
態

が
な
い
と
い
う
理
由
で
後
者
の
立
場
は
支
持
さ
れ
ず）

8
（

、
ま
た
、
前
者
の
立
場
も
、
憲
法
制
定
議
会
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
一
院
制
論
者
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
案
と
し
て
出
て
き
た
の
が
、
両
議
院
と
も
国
民
が
直
接
普
通
選
挙
で

イタリア型二院制の現状と課題3
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議
員
を
選
出
す
る
こ
と
に
し
て
、
二
つ
の
議
院
の
政
治
的
同
質
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
っ
た）

9
（

。
そ
れ
で
も
、
憲
法
制
定
議

会
の
本
会
議
で
提
示
さ
れ
た
憲
法
草
案
で
は
な
お
、
元
老
院
議
員
の
三
分
の
一
は
州
議
会
議
員
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
も
の
と
定
め
ら

れ
て
い
た）

10
（

。
し
か
し
、
結
局
こ
の
案
は
斥
け
ら
れ
、
む
し
ろ
、
憲
法
典
に
は
「
元
老
院
は
、
州
を
基
礎
と
し
て
選
出
す
る
」
旨
を
定
め

る
に
と
ど
め
て
、
両
議
院
の
議
員
の
選
出
方
法
に
ど
の
よ
う
な
違
い
を
も
た
せ
る
か
は
、
将
来
の
通
常
法
律
の
立
法
者
に
委
ね
る
こ
と

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二　

両
議
院
選
挙
法

⑴　

総　

説

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
代
議
院
議
員
も
元
老
院
議
員
も
直
接
普
通
選
挙
で
選
出
さ
れ
（
憲
法
第
五
六
条
一
項
及
び
第
五
八
条
一
項
）、
そ
の

任
期
は
と
も
に
五
年
で
あ
り
（
第
六
〇
条
一
項
）、
代
議
院
・
元
老
院
の
両
方
に
つ
い
て
大
統
領
に
よ
る
解
散
が
あ
り
う
る
（
第
八
八
条

一
項
）。
こ
の
う
ち
、
任
期
に
つ
い
て
は
、
憲
法
制
定
直
後
に
は
、
代
議
院
議
員
が
五
年
、
元
老
院
議
員
が
六
年
と
、
差
異
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
五
三
年
及
び
一
九
五
八
年
の
代
議
院
議
員
選
挙
の
際
、
元
老
院
議
員
の
任
期
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
元
老
院
を
解
散
し
て
そ
の
選
挙
も
同
時
に
行
う
と
い
う
や
り
方
が
と
ら
れ
、
そ
う
し
た
運
用
に
あ
わ
せ
る
形
で
、
憲
法
改
正

（
一
九
六
三
年
二
月
九
日
憲
法
的
法
律
第
二
号
）
に
よ
っ
て
わ
ざ
わ
ざ
任
期
が
一
致
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る）

11
（

。
そ
し
て
、
現

在
ま
で
、
代
議
院
議
員
選
挙
と
元
老
院
議
員
選
挙
は
、
常
に
同
日
選
挙
と
い
う
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
代
議
院
の
組
織
方
法
と
元
老
院
の
そ
れ
と
の
間
に
は
、
厳
密
に
言
え
ば
違
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
憲
法
上
、

代
議
院
と
元
老
院
と
で
は
議
員
定
数
に
違
い
が
あ
る
ほ
か
（
第
五
六
条
二
項
及
び
第
五
七
条
二
項
）、「
元
老
院
は
、
州
を
基
礎
と
し
て

選
出
す
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
第
五
七
条
一
項
）。
ま
た
、
元
老
院
に
は
大
統
領
が
任
命
す
る
終
身
議
員
が
存
在
し
、
大
統
領
経
験

岡　法（63―１) 4
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者
も
終
身
議
員
と
な
り
う
る
（
第
五
九
条
）。

　

さ
ら
に
、
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
の
年
齢
要
件
に
も
違
い
が
あ
り
、
代
議
院
議
員
の
選
挙
権
は
一
八
歳
か
ら
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し

（
一
九
五
七
年
三
月
三
〇
日
共
和
国
大
統
領
令
第
三
六
一
号
第
五
条
及
び
一
九
六
七
年
三
月
二
〇
日
共
和
国
大
統
領
令
第
二
二
三
号
第

一
条
）、
元
老
院
議
員
の
選
挙
権
は
二
五
歳
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
（
憲
法
第
五
八
条
一
項
）。
ま
た
、
被
選
挙
権
を
取
得
す
る
年
齢
も
、

代
議
院
議
員
の
場
合
は
二
五
歳
、
元
老
院
議
員
の
場
合
は
四
〇
歳
と
さ
れ
て
い
る
（
第
五
六
条
三
項
及
び
第
五
八
条
二
項
）。

⑵　

代
議
院
議
員
選
挙
法

　

具
体
的
な
選
挙
制
度
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
三
年
六
月
現
在
、
大
き
く
言
え
ば
、
両
議
院
の
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
比
例
代
表
制
が
採

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る）

12
（

。
た
だ
し
、
若
干
の
違
い
は
存
在
す
る
。
ま
ず
、
代
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
七
年

三
月
三
〇
日
共
和
国
大
統
領
令
第
三
六
一
号
（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
二
一
日
法
律
第
二
七
〇
号
に
よ
る
改
正
後
の
も
の
）
が
定
め
る
制

度
は
、「
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
比
例
代
表
制
」
と
呼
ば
れ
、
選
挙
区
（circoscrizione

）
ご
と
の
比
例
代
表
制
選
挙
を
基
礎
と
し

つ
つ
も
、
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
の
付
与
は
全
国
レ
ベ
ル
で
行
う
と
い
う
複
雑
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
大
ま
か
な

輪
郭
を
示
す
に
と
ど
め
る）

13
（

。

　

ま
ず
、
代
議
院
の
全
六
三
〇
議
席
の
う
ち
、
一
二
議
席
は
在
外
選
挙
区
に
割
り
当
て
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
（
憲
法
第
五
六
条
二

項
）、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
除
い
た
六
一
八
議
席
が
選
挙
区
に
配
分
さ
れ
る
。
選
挙
区
は
、
多
く
の
場
合
、
州
と
一
致
す
る
が
、
例
え

ば
ミ
ラ
ノ
を
抱
え
る
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
州
の
よ
う
に
人
口
の
多
い
い
く
つ
か
の
州
は
、
複
数
の
選
挙
区
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
選
挙
区

へ
の
定
数
配
分
の
方
法
に
つ
い
て
は
憲
法
上
明
文
の
規
定
が
あ
り
、
基
本
的
に
は
、
各
選
挙
区
の
人
口
に
比
例
し
て
配
分
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
（
第
五
六
条
四
項
）。
な
お
、
参
考
ま
で
、
全
国
を
選
挙
区
に
分
割
し
て
選
挙
を
行
う
以
上
、
イ
タ
リ
ア
で
も
理
論
上
は
選

挙
区
間
で
の
一
票
の
格
差
と
い
う
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
、
憲
法
自
身
が
定
め
る
方
法
に
従
っ
て
定
数
配
分
が
な
さ
れ
た

結
果
と
は
い
え
、
最
大
で
一
対
一
・
三
強
の
格
差
が
存
在
す
る
。

イタリア型二院制の現状と課題5
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各
政
党
は
、
選
挙
区
ご
と
に
候
補
者
名
簿
を
提
出
し
、
有
権
者
は
、
こ
の
候
補
者
名
簿
に
対
し
て
一
票
を
投
じ
る
。
日
本
の
比
例
代

表
式
選
挙
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
各
政
党
は
、
単
に
名
簿
を
提
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
己
の
名
簿
と
候
補
者
名
簿
連
合
と
の
連
結

を
宣
言
し
、
政
党
連
合
（
例
え
ば
、
中
道
右
派
連
合
や
中
道
左
派
連
合
）
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。

　

有
権
者
に
よ
る
投
票
が
終
わ
る
と
、
選
挙
区
ご
と
に
集
計
さ
れ
た
各
候
補
者
名
簿
の
得
票
数
を
さ
ら
に
全
国
レ
ベ
ル
で
集
計
し
、
一

定
割
合
以
上
の
票
を
獲
得
し
た
候
補
者
名
簿
連
合
に
対
し
全
国
レ
ベ
ル
で
配
分
さ
れ
る
議
席
を
確
定
す
る
。
そ
の
際
、
①
全
国
得
票
数

が
最
大
の
候
補
者
名
簿
連
合
の
議
席
が
三
四
〇
議
席
（
議
員
定
数
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
超
え
た
場
合
に
は
、
す
で
に
確
定
し
た
各

候
補
者
名
簿
連
合
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の
獲
得
議
席
に
つ
い
て
、
ⅰ
連
合
内
の
各
候
補
者
名
簿
が
全
国
レ
ベ
ル
で
獲
得
し
た
議
席
数
、
ⅱ

各
候
補
者
名
簿
連
合
が
各
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
獲
得
し
た
議
席
数
及
び
ⅲ
連
合
内
の
各
候
補
者
名
簿
が
各
選
挙
区
レ
ベ
ル
で
獲
得
し
た
議

席
数
を
、
調
整
し
な
が
ら
確
定
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
②
全
国
得
票
数
が
最
大
の
候
補
者
名
簿
連
合
の
議
席
が
三
四
〇
議
席
を
超
え
な

い
場
合
、
そ
の
候
補
者
名
簿
連
合
の
獲
得
議
席
数
は
三
四
〇
議
席
と
し
、
残
る
議
席
を
そ
の
他
の
候
補
者
名
簿
連
合
の
間
で
分
配
す
る
。

以
下
、
①
の
場
合
と
同
様
に
、
ⅰ
か
ら
ⅲ
ま
で
確
定
す
る）

14
（

。

⑶　

元
老
院
議
員
選
挙
法

　

他
方
、
元
老
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
、
一
九
九
三
年
一
二
月
二
〇
日
委
任
命
令
第
五
三
三
号
（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
二
一
日
法
律
第

二
七
〇
号
に
よ
る
改
正
後
の
も
の
）
が
定
め
る
制
度
は
、「
州
単
位
で
の
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
比
例
代
表
制
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　

元
老
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
も
、
全
三
一
五
議
席
の
う
ち
、
在
外
選
挙
区
選
出
分
（
六
議
席
）
を
除
い
た
三
〇
九
議
席
が
、
各
州
に

配
分
さ
れ
る
。
こ
の
配
分
も
基
本
的
に
は
各
州
の
人
口
に
比
例
し
て
行
わ
れ
る
が
（
憲
法
第
五
七
条
四
項
）、
憲
法
上
、
モ
リ
ー
ゼ
州
及

び
ヴ
ァ
ッ
レ
・
ダ
オ
ス
タ
州
に
配
分
さ
れ
る
議
席
は
そ
れ
ぞ
れ
二
議
席
及
び
一
議
席
と
定
め
ら
れ
、
そ
の
他
の
州
に
は
最
低
で
も
七
議

席
を
配
分
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
同
条
三
項
）。
な
お
、
元
老
院
議
員
選
挙
に
関
し
て
も
州
の
間
で
の
一
票
の
格
差
と
い
う
も
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の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
最
大
で
一
対
二
・
三
六
程
度
の
格
差
が
存
在
す
る
。
た
だ
、
こ
の
格
差
は
憲
法
自
身
が
各
州
へ
の
最
低
配

分
議
席
数
を
定
め
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
な
の
で
、
形
式
的
に
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　

元
老
院
議
員
選
挙
の
場
合
も
、
各
政
党
が
州
ご
と
に
候
補
者
名
簿
を
提
出
し
、
有
権
者
は
こ
の
候
補
者
名
簿
に
対
し
て
一
票
を
投
じ

る
と
い
う
点
は
、
代
議
院
議
員
選
挙
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
触
れ
た
、「
元
老
院
は
、
州
を
基
礎
と
し
て
選
出
す
る
」

と
い
う
憲
法
第
五
七
条
一
項
の
規
定
は
、
あ
る
州
で
な
さ
れ
た
投
票
が
他
の
州
に
お
け
る
元
老
院
議
員
の
選
出
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
、
代
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
よ
う
な
全
国
レ
ベ
ル
で
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付
与
す
る

制
度
を
元
老
院
議
員
選
挙
に
導
入
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
理
解
さ
れ
て
き
た）

15
（

。

　

そ
の
結
果
、
元
老
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、
得
票
数
が
最
大
の
候
補
者
名
簿
連
合
に
対
し
て
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付
与
す
る
か

否
か
の
決
定
は
、
州
レ
ベ
ル
で
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
州
で
最
大
の
得
票
を
獲
得
し
た
候
補
者
名
簿
連
合

の
議
席
が
当
該
州
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員
の
定
数
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
残
余
の
議
席
が
そ
の
他
の
候

補
者
名
簿
連
合
の
間
で
得
票
に
比
例
し
て
分
配
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
超
え
な
い
場
合
、
最
大
の
得
票
を
得
た
候
補
者
名
簿
連
合
が
獲
得

す
る
議
席
は
当
該
州
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員
の
定
数
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
議
席
と
し
た
う
え
で
、
残
余
の
議
席
が
そ
の
他
の
候
補
者

名
簿
連
合
の
間
で
分
配
さ
れ
る）

16
（

。

　

要
す
る
に
、
代
議
院
議
員
選
挙
の
場
合
、
最
大
の
得
票
を
得
た
政
党
連
合
に
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
を
付
与
す
る
か
否
か
の
決
定
が
全

国
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
元
老
院
議
員
選
挙
の
場
合
に
は
、
そ
の
決
定
が
州
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
と
い
う
違
い
が
存
在
す
る

の
で
あ
る
。

⑷　

現
行
選
挙
制
度
に
対
す
る
評
価

　

以
上
の
よ
う
な
両
議
院
の
議
員
の
組
織
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
評
価
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
わ
が
国
の

場
合
、
参
議
院
の
方
が
議
員
の
任
期
が
長
く
、
ま
た
参
議
院
に
は
解
散
も
な
い
こ
と
か
ら
、
衆
議
院
と
参
議
院
と
で
は
民
主
的
正
統
性

イタリア型二院制の現状と課題7
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を
有
す
る
程
度
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
場
合
、
民
主
的
正
統
性
に
関
し
て
は
、
代
議
院
と
元
老
院
と
の

間
に
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
選
挙
制
度
に
つ
い
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
「
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
比
例
代
表
制
」
な
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ほ
ど
顕
著
な
違
い
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
代
議
院
議
員
選
挙
と
元
老
院
議
員
選
挙
と
の
間
に
、
終
身
議
員
の
有

無
及
び
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
付
与
の
方
法
に
関
し
て
、
微
妙
な
違
い
で
あ
る
と
は
い
え
、
違
い
が
あ
る
点
は
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
代
議
院
議
員
選
挙
の
場
合
、
全
国
レ
ベ
ル
で
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
の
付
与
が
な
さ
れ
る
か
ら
、
必
ず
、
代
議
院
全
体
の
五
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
議
席
を
有
す
る
多
数
派
が
形
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、
元
老
院
議
員
選
挙
の
場
合
、
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
の
付
与
は
州
レ

ベ
ル
で
な
さ
れ
、
元
老
院
全
体
に
お
け
る
各
政
党
連
合
な
い
し
政
党
の
獲
得
議
席
は
州
ご
と
の
獲
得
議
席
の
合
算
に
よ
っ
て
決
ま
る
か

ら
、
元
老
院
全
体
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
議
席
を
有
す
る
多
数
派
が
形
成
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
保
証
の
限
り
で
は
な
い
。
加
え
て
、

元
老
院
に
は
、
選
挙
に
よ
ら
な
い
終
身
議
員
が
存
在
す
る
か
ら
、
元
老
院
で
安
定
し
た
多
数
派
が
形
成
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
終
身
議

員
が
ど
う
行
動
す
る
か
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
。

　

事
実
、
代
議
院
議
員
選
挙
と
元
老
院
議
員
選
挙
と
の
間
に
存
在
す
る
微
妙
な
制
度
の
違
い
は
、
二
〇
一
三
年
二
月
実
施
の
総
選
挙
に

お
い
て
、
代
議
院
と
元
老
院
と
の
間
の
「
ね
じ
れ
」
を
も
た
ら
し
た
。
代
議
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、
民
主
党
を
中
心
と
す
る
中
道

左
派
連
合
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
二
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
票
を
獲
得
し
て
首
位
に
立
ち
（
な
お
、
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
元
首
相
が
率
い
る

「
自
由
の
人
民
（Popolo di libertà

）」
を
中
心
と
す
る
中
道
右
派
連
合
は
二
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
グ
リ
ッ
ロ
氏
が
率
い
る
「
五
つ

星
運
動
」
は
二
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
モ
ン
テ
ィ
前
首
相
が
率
い
る
モ
ン
テ
ィ
連
合
は
一
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
）、
上
記
の
多

数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
制
度
に
よ
る
三
四
〇
議
席
と
在
外
選
挙
区
で
得
た
議
席
を
合
わ
せ
て
、
全
議
席
の
約
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
多
数
を
占

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
元
老
院
議
員
選
挙
で
は
、
中
道
左
派
連
合
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
得
票
数
で
は
や
は
り
首
位

に
立
っ
た
も
の
の
、
上
記
の
よ
う
に
元
老
院
議
員
の
議
席
は
州
ご
と
に
確
定
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
結
果
、
全
体
で
一
二
三
議
席
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（
全
議
席
の
約
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
獲
得
す
る
に
と
ど
ま
り
（
な
お
、
中
道
右
派
連
合
が
一
一
七
議
席
（
約
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
）、
五

つ
星
運
動
が
五
四
議
席
（
約
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
獲
得
し
た
）、
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た）

17
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
議
院
で
類
似
し
た
選
挙
制
度
が
採
ら
れ
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
実
は
、
代
議
院
と
元
老
院
と
の
間
の
「
ね
じ
れ
」

現
象
が
起
こ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
そ
し
て
、
次
に
み
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
で
は
両
議
院
の
権
限
は
完
全
に
対
等
と
さ
れ
て
い
る
結

果
、
万
が
一
「
ね
じ
れ
」
が
生
じ
る
と
、
直
ち
に
政
治
の
行
き
詰
ま
り
や
政
府
の
不
安
定
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、

冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
選
挙
の
後
、
民
主
党
の
ベ
ル
サ
ー
ニ
書
記
長
は
、
元
老
院
の
信
任
を
受
け
る
見
通
し
が
立
た
ず
、
組
閣

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

両
議
院
の
権
限
関
係

⑴　

総　

説

　

イ
タ
リ
ア
の
二
院
制
に
お
い
て
は
、
権
限
の
点
で
も
両
議
院
の
間
に
違
い
は
な
い
。
わ
が
国
で
は
、
憲
法
上
衆
議
院
の
優
越
が
定
め

ら
れ
、
そ
れ
は
、
衆
議
院
と
参
議
院
と
で
は
任
期
の
長
短
及
び
解
散
の
有
無
の
点
で
違
い
が
あ
り
、
民
主
的
正
統
性
を
有
す
る
程
度
が

異
な
る
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
場
合
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
代
議
院
と
元
老
院
と
の
間
に
は
民
主
的
正
統
性

に
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
く
、
そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
代
議
院
を
優
越
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
比
較
法
的
に
み
た
場
合
、
連
邦
制
を
前
提
に
連
邦
を
構
成
す
る
州
の
代
表
機
関
と
い
う
位
置
づ
け
が
第
二
院
に
与
え
ら
れ
る

場
合
、
州
の
権
限
に
か
か
わ
る
連
邦
法
律
の
制
定
に
つ
い
て
第
二
院
に
特
に
権
限
が
認
め
ら
れ
た
り
（
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
）、
連
邦
に
よ

る
条
約
の
締
結
や
連
邦
公
務
員
の
人
事
に
つ
い
て
第
二
院
に
特
別
な
権
限
が
認
め
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
（
例
え
ば
、
ア
メ
リ

カ
）。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
の
場
合
、「
元
老
院
は
、
州
を
基
礎
と
し
て
選
出
す
る
」
と
い
う
憲
法
の
規
定
は
、
元
老
院
の
権
限
に
関
し

イタリア型二院制の現状と課題9
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て
は
な
ん
ら
意
味
を
有
し
て
お
ら
ず
、
元
老
院
に
な
ん
ら
か
の
特
別
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
以
下
、
こ
の
こ
と

を
具
体
的
に
み
て
い
こ
う
。

⑵　

通
常
法
律
の
制
定
権

　

⒜　

法
律
案
の
提
出　
　

ま
ず
、
通
常
法
律
の
制
定
権
に
関
し
て
、
イ
タ
リ
ア
憲
法
は
、「
立
法
権
能
は
、
両
議
院
が
共
同
し
て
行
使

す
る
」
も
の
と
定
め
て
い
る
（
第
七
〇
条
）。
わ
が
国
と
同
様
、
イ
タ
リ
ア
で
も
、
法
律
案
に
は
、
政
府
提
出
法
律
案
（disegno 

di 

legge

）
と
議
員
提
出
法
律
案
（proposta di legge

）
と
が
あ
り
う
る
が
（
第
七
一
条
一
項
。
州
及
び
経
済
労
働
国
民
会
議
（CN

EL

）

に
よ
る
法
律
案
の
提
出
（
第
一
二
一
条
二
項
及
び
第
九
九
条
三
項
）
及
び
国
民
発
案
に
よ
る
法
律
案
の
提
出
（
第
七
一
条
二
項
）
に
つ

い
て
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
）、
議
員
提
出
法
律
案
に
つ
い
て
、
代
議
院
議
員
・
元
老
院
議
員
と
も
に
等
し
く
提
案
権
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

な
お
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
予
算
及
び
決
算
の
承
認
は
そ
れ
ぞ
れ
、
予
算
承
認
法
律
（legge di approvazione del bilancio di 

previsione

）、
決
算
承
認
法
律
（legge di approvazione del rendiconto consuntivo

）
と
し
て
、
法
律
の
形
式
で
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る）

18
（

。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
法
律
に
関
し
て
は
、
そ
の
提
出
権
は
政
府
に
留
保
さ
れ
て
お
り
（
憲
法
第
八
一
条
）、
し
た

が
っ
て
、
例
え
ば
予
算
承
認
法
律
案
は
、
常
に
政
府
提
出
法
律
案
と
し
て
、
閣
議
決
定
と
大
統
領
の
承
認
（
第
八
七
条
四
項
）
を
経
て
、

国
会
に
提
出
さ
れ
る）

19
（

。

　

政
府
が
法
律
案
を
提
出
す
る
場
合
に
、
代
議
院
と
元
老
院
の
ど
ち
ら
の
議
院
に
先
に
提
出
す
る
か
は
、
政
府
の
政
治
的
な
判
断
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
憲
法
上
、
予
算
に
つ
い
て
衆
議
院
の
先
議
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
例
え
ば
予
算

承
認
法
律
に
つ
い
て
ど
ち
ら
か
の
議
院
の
先
議
を
定
め
る
憲
法
規
定
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
点
、
現
実
に
は
、
予
算
承
認
法
律
案
に
つ

い
て
は
、
一
年
ご
と
に
交
互
に
ど
ち
ら
か
の
議
院
に
提
出
す
る

―
例
え
ば
、
昨
年
は
代
議
院
の
先
議
に
付
さ
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、

今
年
は
元
老
院
の
先
議
に
付
す

―
と
い
う
慣
行
が
採
ら
れ
て
お
り）

20
（

、
こ
れ
も
ま
た
、
完
全
に
対
等
な
二
院
制
と
い
う
観
念
の
表
れ
と

岡　法（63―１) 10

一
〇



い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

 

⒝　

法
律
案
の
審
議
及
び
可
決　
　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
議
院
に
提
出
さ
れ
た
法
律
案
は
、
通
常
手
続
の
場
合
、
ま
ず
、
所
轄
の
委

員
会
の
付
託
会
議
（com

m
issione in sede referente

）
に
付
託
さ
れ
、
そ
の
委
員
会
に
お
け
る
①
全
般
的
討
議
、
②
逐
条
審
査
（
及

び
修
正
）、
③
法
文
及
び
報
告
書
の
議
決
を
経
て
本
会
議
に
上
程
さ
れ
、
そ
の
後
、
本
会
議
に
お
け
る
①
報
告
及
び
全
般
的
討
議
、
②
逐

条
審
査
（
及
び
修
正
）、
③
最
終
表
決
と
い
う
過
程
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
一
方
の
議
院
で
可
決
さ
れ
た
法
律
案
は
、
そ
の

議
院
の
議
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
し
て
、
他
の
議
院
に
送
付
さ
れ
る）

21
（

。

　

法
律
案
が
法
律
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、
両
議
院
が
同
一
の
条
文
で
可
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
法
律

案
に
い
ず
れ
か
の
議
院
で
修
正
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
法
律
案
は
必
ず
他
の
議
院
に
そ
の
審
議
の
た
め
送
付
さ
れ
る
。
な
お
、

一
九
九
六
年
（
第
一
三
立
法
期
）
以
降
の
立
法
状
況
を
実
証
的
に
調
べ
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
七
〜
八
割
の
法
律
は
先
議
の
議
院
に
回
付

さ
れ
る
こ
と
な
く
成
立
し
て
お
り
、
九
八
〜
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
法
律
は
両
議
院
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ず
つ
の
議
決
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る）

22
（

。
し
か
し
、
理
論
上
は
、
モ
ン
テ
チ
ト
ー
リ
オ
宮
殿
（
代
議
院
）
と
マ
ダ
ー
マ
宮
殿
（
元
老
院
）
と
の
間
の
法
律
案
の

往
復
（navette

）
は
、
両
議
院
が
同
一
の
条
文
で
可
決
す
る
ま
で
永
遠
に
続
き
う
る
。

　

⒞　

両
議
院
が
対
立
す
る
場
合　
　

日
本
の
場
合
、
衆
議
院
と
参
議
院
と
で
議
決
が
異
な
る
と
き
に
は
、
憲
法
上
、
両
院
協
議
会
を

通
じ
て
歩
み
寄
り
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
ま
た
、
法
律
案
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
は
特
別
多
数
で
再
可
決
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
自
ら
の
議
決
を
も
っ
て
最
終
的
な
決
定
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
各
議
院
の
決
定
は
個
別
的
に
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
ま
た
、
両
議
院
の
権
限
は
対
等
で
あ

る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
議
院
の
間
の
対
立
を
調
整
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
憲
法
上
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
二
院
制
の
下
で
安
定
し
て
立
法
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
代
議
院
と
元
老
院
と
で
多
数
派
（
多
数
派
を
形
成
す
る
政
党
連

合
ま
た
は
政
党
）
が
一
致
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
両
議
院
の
間
で
「
ね
じ
れ
」
が
生
じ
る
な
ど
し
て
両
議
院
が
対
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立
し
た
場
合
に
は
、
行
き
詰
ま
り
を
解
決
す
る
制
度
的
な
手
段
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
通
常
は
、
大
統
領
の
調
停
に
よ
っ
て
会

派
の
代
表
者
や
両
議
院
議
長
の
協
議
を
通
じ
て
解
決
が
図
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
対
立
が
解
消
し
な
い
と
き
は
、
大
統
領
は
、
両
議
院

の
解
散
に
訴
え
る
ほ
か
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
議
院
規
則
上
、
両
議
院
で
の
法
律
案
の
審
議
の
調
整
に
向
け
た
ル
ー
ル
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
類
似
法
律

案
に
つ
い
て
両
議
院
で
並
行
し
て
手
続
が
行
わ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
、
す
で
に
他
の
議
院
に
提
出
さ
れ
た
法
律
案
と
対
象
が
同
一
ま

た
は
密
接
に
関
連
す
る
法
律
案
が
委
員
会
の
議
事
日
程
に
記
載
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
は
他
の
議
院
に
通
知
し
て
取
極
め
を
結
ぶ
も
の

と
さ
れ
て
い
る）

23
（

（
代
議
院
規
則
第
七
八
条
及
び
元
老
院
規
則
第
五
一
条
三
項）

24
（

）。

　

ま
た
、
議
長
は
議
院
の
作
業
計
画
（program
m
a dei lavori

）
を
作
成
す
る
際
、
他
の
議
院
の
議
長
と
適
切
な
連
絡
（contatto

）

を
と
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
代
議
院
規
則
第
二
三
条
三
項
及
び
元
老
院
規
則
第
五
三
条
三
項）

25
（

）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
他
の
議
院
へ
の
法

律
案
送
付
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
知
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
一
方
の
議
院
で
可
決
し
た
法
律
案
に
他
の
議
院
で
修
正
が
加
え
ら
れ
回
付
さ
れ
て
き
た
と
き
は
、
再
審
議
は
そ
の
修
正
さ

れ
た
部
分
の
み
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
代
議
院
規
則
第
七
〇
条
二
項
及
び
元
老
院
規
則
第
一
〇
四
条）

26
（

）。
こ
れ
は
、
つ
ま

り
、
修
正
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
両
議
院
の
間
で
合
意
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
以
上
議
論
を
蒸
し
返
さ
ず
、

合
意
に
至
っ
て
い
な
い
部
分
に
限
っ
て
両
議
院
が
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
な
案
文
を
求
め
る
た
め
に
再
審
議
に
付
す
と
い
う
こ
と
に

し
て
、
立
法
手
続
の
合
理
化
を
図
る
も
の
と
い
え
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
は
、
わ
が
国
の
両
院
協
議
会
の
制
度
や
法
律
案
に
関
す
る
再
可
決
の
制
度
の
よ
う
に
両
議
院
の
決
定

を
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
直
接
向
け
ら
れ
た
制
度
で
も
な
け
れ
ば
、
一
方
の
議
院
の
意
思
を
優
先
さ
せ
る
制
度
で
も
な
い
。
最
終
的
に
両

議
院
の
意
思
が
一
致
す
る
か
ど
う
か
は
、
各
議
院
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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⑶　

政
府
信
任
権

　

⒜　

政
府
の
形
成　
　

こ
の
こ
と
は
、
通
常
法
律
の
制
定
の
場
面
だ
け
で
な
く
、
両
議
院
に
よ
る
政
府
へ
の
信
任
の
付
与
（
及
び
撤

回
）
の
場
面
に
も
当
て
は
ま
る
。
イ
タ
リ
ア
で
も
、
議
会
と
政
府
と
の
関
係
は
議
院
内
閣
制
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、「
政
府
は
両
議
院
の

信
任
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
も
の
と
さ
れ
（
憲
法
第
九
四
条
一
項
）、
こ
こ
で
も
、
政
府
に
信
任
を
与
え
る
両
議
院
の
権
限
は
完

全
に
対
等
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
政
府
の
形
成
ま
で
の
流
れ
は
、
一
般
的
に
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
前
政
府
の
辞
職
ま
た
は
総
選
挙
の
後
、
大

統
領
は
、
会
派
の
長
（
及
び
各
政
党
の
代
表
者
）、
両
議
院
の
議
長
、
大
統
領
経
験
者
等
と
協
議
を
行
い
、
組
閣
を
誰
に
要
請
す
る
か
を

決
定
す
る）

27
（

。
連
立
政
権
が
模
索
さ
れ
る
場
合
、
大
統
領
は
、
こ
の
協
議
を
通
じ
て
、
連
立
合
意
に
至
る
政
党
間
の
交
渉
の
状
況
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
資
格
に
つ
い
て
憲
法
上
定
め
が
な
く
、
代
議
院
議
員
に
限
ら
ず
、
元
老

院
議
員
で
あ
っ
て
も
よ
い
し
（
例
え
ば
、
二
〇
一
一
年
に
任
命
さ
れ
た
モ
ン
テ
ィ
首
相
は
、
一
旦
終
身
元
老
院
議
員
に
任
命
さ
れ
て
か

ら
内
閣
総
理
大
臣
に
な
っ
て
い
る
）、
そ
も
そ
も
国
会
議
員
で
な
く
て
も
よ
い
（
例
え
ば
、
一
九
九
三
年
に
任
命
さ
れ
た
チ
ャ
ン
ピ
首
相

及
び
一
九
九
五
年
に
任
命
さ
れ
た
デ
ィ
ー
ニ
首
相）

28
（

）。

　

組
閣
の
要
請
は
口
頭
で
行
わ
れ
、
こ
の
要
請
を
受
け
た
者
は
、
閣
僚
名
簿
と
政
府
綱
領
（program

m
a di governo

）
を
作
成
す

る
。
連
立
政
権
の
場
合
、
閣
僚
名
簿
と
政
府
綱
領
は
、
実
質
的
に
は
政
党
間
の
交
渉
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
大

統
領
は
、
命
令
（decreto

）
に
よ
っ
て
、
内
閣
総
理
大
臣
と
、
そ
の
提
案
に
基
づ
い
て
各
大
臣
を
任
命
し
（
憲
法
第
九
二
条
二
項
）、

通
常
は
任
命
か
ら
二
四
時
間
以
内
に
内
閣
総
理
大
臣
及
び
各
大
臣
が
宣
誓
を
行
っ
て
（
第
九
三
条
参
照
）、
新
た
な
政
府
が
成
立
す
る）

29
（

。

　

⒝　

信
任
の
付
与　
　

こ
の
よ
う
に
新
た
に
政
府
が
成
立
し
た
場
合
、
政
府
は
、
一
〇
日
以
内
に
、
両
議
院
に
対
し
て
信
任
を
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
憲
法
第
九
四
条
三
項
）。
新
政
府
の
「
お
披
露
目
」
と
閣
議
で
承
認
さ
れ
た
政
府
綱
領
の
提
示
は
、
両
議
院
の
そ

れ
ぞ
れ
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、
両
議
院
の
議
長
の
合
意
で
定
め
ら
れ
た
同
じ
日
に
行
わ
れ
る
（
代
議
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院
規
則
第
二
九
条
二
項
及
び
元
老
院
規
則
第
五
二
条
四
項
参
照
）。
こ
の
と
き
、
ど
ち
ら
の
議
院
を
先
に
す
る
か
が
問
題
と
な
り
う
る

が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
、
交
互
に
ど
ち
ら
か
の
議
院
で
先
に
行
う

―
前
回
、
代
議
院
で
先
に
行
わ
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
今
回
は
元

老
院
で
先
に
行
う

―
と
い
う
や
り
方
が
採
ら
れ
て
い
る）

30
（

。

　

両
議
院
に
よ
る
新
政
府
へ
の
信
任
の
付
与
は
、
各
議
院
に
お
い
て
多
数
派
が
信
任
動
議
（m

ozione di fiducia

）
を
提
出
し
、
こ
れ

を
可
決
す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る）

31
（

。
こ
の
信
任
動
議
は
、
そ
の
提
出
に
際
し
て
理
由
が
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
点
呼
投
票
に
よ

る
記
名
表
決
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
憲
法
第
九
四
条
三
項
）。
こ
の
信
任
の
付
与
に
よ
っ
て
、
政
府
は
、
そ
の
権
限

を
完
全
な
形
で
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
は
代
議
院
・
元
老
院
の
両
方
に
お
い
て
信
任
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
信
任
の
付
与
に
関
し
て
も
両
議
院
の
権
限
は
対
等
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

⒞　

不
信
任
動
議　
　

両
議
院
に
よ
る
政
府
へ
の
信
任
は
、
後
に
撤
回
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
議
院
が
政
府
へ
の
信
任
を
撤
回

す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
不
信
任
動
議
（m

ozione di sfiducia

）
が
あ
る
。
不
信
任
の
動
議
は
、「
議
院
の
議
員
の
少
な
く
と
も
一

〇
分
の
一
」
が
署
名
し
て
提
出
し
、
提
出
か
ら
三
日
が
経
過
し
た
後
に
討
議
に
付
さ
れ
る
（
憲
法
第
九
四
条
五
項
）。
不
信
任
動
議
も
、

信
任
動
議
と
同
様
に
、
点
呼
投
票
に
よ
る
記
名
表
決
で
採
決
さ
れ
（
同
条
二
項
）、
不
信
任
が
議
決
さ
れ
た
場
合
、
政
府
は
辞
職
す
る
法

的
な
義
務
が
発
生
す
る
。
な
お
、
わ
が
国
で
は
、
不
信
任
決
議
を
受
け
た
内
閣
に
は
、
総
辞
職
の
ほ
か
、
衆
議
院
を
解
散
す
る
と
い
う

選
択
肢
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
代
議
院
及
び
元
老
院
の
解
散
権
は
、
政
府
で
は
な
く
大
統
領
に
帰
属
す
る
か
ら
（
第

八
八
条
）、
不
信
任
が
議
決
さ
れ
た
場
合
、
政
府
は
辞
職
す
る
ほ
か
な
い）

32
（

。

　

も
っ
と
も
、
現
実
に
は
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
不
信
任
の
動
議
が
表
決
に
付
さ
れ
る
こ
と
自
体
、
稀
で
あ
り
、
現
行
憲
法
の
下
で
不
信

任
が
議
決
さ
れ
た
例
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
な
い）

33
（

。
し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
わ
が
国
の
場
合

―
と
い
う
よ
り
、
議
院
内
閣

制
を
採
用
す
る
諸
国
で
は
通
常

―
、
法
的
な
効
果
を
有
す
る
内
閣
不
信
任
決
議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
衆
議
院
（
下
院
）
に
限

ら
れ
て
い
る
が
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
こ
の
不
信
任
の
議
決
は
、
制
度
上
、
代
議
院
だ
け
で
な
く
元
老
院
も
行
う
こ
と
が
で
き
、
元
老
院
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も
単
独
で
政
府
を
倒
す
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

⒟　

信
任
問
題　
　

政
府
に
対
す
る
両
議
院
の
信
任
と
の
関
係
で
、
信
任
問
題
（questione di fiducia

）
に
も
触
れ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
は
、
与
党
と
協
定
し
た
方
針
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
提
案
（
例
え
ば
、
政
府
提
出
法
律
案
）
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
と
き
、
そ
の
提
案
が
両
議
院
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
な
い
場
合
に
は
信
任
が
失
わ
れ
た
も
の
と
み
な
し
辞
職
す
る
旨
を
宣
言
す
る

こ
と
が
で
き
る）

34
（

。
イ
タ
リ
ア
憲
法
に
は
信
任
問
題
に
つ
い
て
定
め
る
明
文
の
規
定
が
な
く
、
む
し
ろ
、「
政
府
の
提
案
に
対
す
る
一
議
院

ま
た
は
両
議
院
の
反
対
表
決
は
、
政
府
の
辞
職
の
義
務
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
（
第
九
四
条
四
項
）。

し
か
し
、
こ
の
憲
法
の
規
定
は
政
府
が
特
定
の
提
案
に
信
任
を
か
け
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
理
解
の
下
に
、
信
任
問

題
は
、
当
初
慣
習
上
の
制
度
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
法
律
及
び
議
院
規
則
に
よ
っ
て
一
定
の
規
律
が
な
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
る
（
一
九
八
八
年
八
月
二
三
日
法
律
第
四
〇
〇
号
第
二
条
二
項
及
び
第
五
条
一
項
ｂ
号
、
代
議
院
規
則
第
一
一
六
条
並
び

に
元
老
院
規
則
第
一
六
一
条
四
項）

35
（

）。

　

信
任
問
題
と
い
う
や
り
方
が
用
い
ら
れ
る
目
的
は
、
議
案
の
可
決
か
政
府
の
辞
職
か
と
い
う
二
者
択
一
的
な
判
断
を
迫
る
こ
と
で
与

党
議
員
の
引
き
締
め
を
図
る
と
い
う
、
本
来
の
目
的
に
限
ら
れ
な
い
。
政
府
に
と
っ
て
は
、
信
任
が
か
け
ら
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
不

信
任
動
議
の
場
合
に
類
似
し
た
手
続
（
例
え
ば
、
表
決
は
点
呼
投
票
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
）
が
と
ら
れ
る
と
い
う
利
点
の
ほ
か
、
法
律

案
の
一
か
条
に
信
任
が
か
け
ら
れ
る
と
き
は
当
該
条
文
が
可
決
さ
れ
る
と
す
べ
て
の
修
正
案
は
否
決
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
た
め
、
修

正
案
の
表
決
を
遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る）

36
（

。
と
も
あ
れ
、
信
任
問
題
と
い
う
方
法
は
、
代
議
院
に
お
け
る
議
案
の

審
議
だ
け
で
な
く
、
元
老
院
に
お
け
る
議
案
の
審
議
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
信
任
問
題
と
の
関
係
で
も
、
政
府
に

信
任
を
付
与
す
る
両
議
院
の
権
限
は
対
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

⑷　

両
議
院
が
合
同
で
行
使
す
る
権
限

　

こ
れ
ま
で
、
両
議
院
が
そ
れ
ぞ
れ
行
使
す
べ
き
権
限
を
み
て
き
た
。
次
に
、
憲
法
上
、
両
議
院
が
合
同
で
行
使
す
る
も
の
と
さ
れ
て
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い
る
権
限
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

憲
法
第
五
五
条
二
項
は
、「
憲
法
で
定
め
る
場
合
」
に
は
、
両
議
院
の
す
べ
て
の
議
員
で
組
織
さ
れ
る
国
会
合
同
会
議
（Parlam

ento 

in seduta com
une

）
を
開
く
旨
を
定
め
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
憲
法
で
定
め
る
場
合
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
大
統
領
の
選
出
（
第

八
三
条
一
項
）
及
び
そ
の
宣
誓
（
第
九
一
条
）、
大
統
領
の
弾
劾
訴
追
の
議
決
（
第
九
〇
条
及
び
一
九
五
三
年
三
月
一
一
日
憲
法
的
法
律

第
一
号
第
一
二
条
。
な
お
、
弾
劾
裁
判
そ
の
も
の
は
憲
法
裁
判
所
の
権
限
で
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
）、
最
高
司
法
会
議
の
一
部
構

成
員
の
選
出
（
憲
法
第
一
〇
四
条
四
項
）
並
び
に
憲
法
裁
判
所
の
一
部
の
裁
判
官
の
選
出
（
第
一
三
五
条
一
項
）
の
場
合
を
意
味
す
る
。

憲
法
制
定
議
会
に
お
け
る
当
初
の
案
で
は
、
政
府
へ
の
信
任
の
付
与
と
撤
回
も
国
会
合
同
会
議
の
権
限
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
案
は

採
用
さ
れ
な
か
っ
た）

37
（

。
な
お
、
国
会
合
同
会
議
は
、
代
議
院
議
長
が
議
長
を
務
め
、
代
議
院
規
則
が
適
用
さ
れ
る
（
第
六
三
条
及
び
代

議
院
規
則
第
三
五
条
）。

　

ま
た
、
両
議
院
の
議
員
で
組
織
さ
れ
る
両
院
合
同
委
員
会
（com

m
issione bicam

erale

）
も
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
憲
法

典
で
明
示
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
憲
法
第
一
二
六
条
一
項
に
い
う
、
州
問
題
に
関
す
る
国
会
委
員
会
（com

m
issione 

parlam
entare per le questioni regionali

）
で
あ
る）

38
（

。
こ
の
委
員
会
は
、
国
会
に
お
け
る
政
党
構
成
を
反
映
す
る
よ
う
に
し
て
、
代

議
院
議
員
二
〇
名
及
び
元
老
院
議
員
二
〇
名
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
（
一
九
五
三
年
二
月
一
〇
日
法
律
第
六
二
号
第
五
二
条
及
び
一
九
七

〇
年
一
〇
月
二
八
日
法
律
第
七
七
五
号
第
三
二
条
）、大
統
領
に
よ
る
州
議
会
の
解
散
及
び
州
知
事
の
解
任
に
際
し
て
意
見
を
述
べ
る
ほ

か
、
州
の
権
限
に
か
か
わ
る
法
律
案
に
関
し
て
所
轄
の
委
員
会
に
対
し
て
意
見
を
表
明
す
る
権
限
を
有
す
る
（
代
議
院
規
則
第
一
〇
二

条
四
項
及
び
元
老
院
規
則
第
四
〇
条
九
項
）。

　

さ
ら
に
、
両
院
合
同
委
員
会
に
は
、
法
律
等
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
も
存
在
す
る）

39
（

。
例
え
ば
、
憲
法
第
八
二
条
は
各
議
院
に
調

査
権
を
付
与
し
て
お
り
、
こ
の
権
限
は
本
来
各
議
院
が
単
独
で
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
で
あ
る
が
、
両
院
合
同
調
査
委
員
会

（com
m
issione bicam

erale dｾinchiesta

）
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
事
業
の
一
般
方
針
策
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定
及
び
監
督
の
た
め
の
両
院
合
同
委
員
会（Com

m
issione per lｾindirizzo generale e la vigilanza dei servizi radiotelevisivi

）

の
ほ
か
、
諮
問
・
監
督
・
統
制
を
行
う
両
院
合
同
委
員
会
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
仕
組
み
、
と
り
わ
け
国
会
合
同
会
議
と
い
う
仕
組
み
が
、
完
全
対
等
型
の
二
院
制
が
も
た
ら
し
う
る
弊
害

―
両
議
院
の

間
の
対
立
に
よ
っ
て
い
つ
ま
で
も
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
弊
害

―
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
両
議
院
と
は
別
に
「
国
会
」
に
一
定
の
実
体
を
も
た
せ
、
一
院
制
的
に
意
思
決
定
が

な
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る）

40
（

。

四　

二
院
制
に
対
す
る
評
価
と
改
革
論

⑴　

完
全
対
等
型
二
院
制
に
対
す
る
評
価

　

以
上
の
と
こ
ろ
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
二
院
制
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
要
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
両
議
院
の
権
限

に
つ
い
て
、
国
会
合
同
会
議
の
よ
う
な
一
院
制
的
な
仕
組
み
は
別
に
し
て
、
法
律
の
制
定
に
せ
よ
、
政
府
へ
の
信
任
の
付
与
に
せ
よ
、

権
限
関
係
は
完
全
に
対
等
で
、
し
か
も
両
議
院
の
意
思
決
定
の
間
に
齟
齬
が
あ
る
場
合
に
こ
れ
を
解
消
す
る
制
度
的
な
仕
組
み
が
設
け

ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
二
院
制
は
完
全
対
等
型
の
二
院
制
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

他
方
で
、
両
議
院
の
組
織
方
法
に
つ
い
て
は
、
憲
法
上
、
両
議
院
の
議
員
の
任
期
が
同
一
で
、
両
議
院
と
も
に
解
散
が
あ
る
と
い
う

こ
と
の
ほ
か
、
完
全
対
等
型
の
二
院
制
が
も
た
ら
し
う
る
政
治
の
行
き
詰
ま
り
を
回
避
す
る
た
め
に
、
両
議
院
の
議
員
の
選
挙
制
度
は

き
わ
め
て
類
似
し
た
や
り
方
が
採
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
両
議
院
の
議
員
の
間
に
質
的
な
違
い
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
く
な
り
、

そ
の
意
味
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
二
院
制
は
、「
事
実
上
の
一
院
制
（m

onocam
eralism

o di fatto

）」
で
あ
る
と
か
、「
純
粋
に
手
続
的

な
二
院
制
（bicam

eralism
o m
eram

ente procedurale

）」
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る）

41
（

。
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さ
て
、
こ
の
よ
う
な
二
院
制
が
イ
タ
リ
ア
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
二
院
制
の
現
状
に
対
す
る

評
価
は
決
し
て
好
意
的
と
は
い
え
な
い
。
一
般
に
、
二
院
制
が
採
用
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
国
民
の
多
様
な
意
見
・
利
害
を
反
映
さ
せ

る
た
め
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
両
議
院
の
議
員
選
出

方
法
に
は
大
き
な
違
い
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
は
、
現
在
の
二
院
制
を
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
連
邦
制
を
採
用
す
る
国
家
に
お
い
て
は
、
総
体
と
し
て
の
政
治
共
同
体
の
代
表
と
連
邦
を
構
成
す
る
各
州
の
代
表
と
い
う
二

つ
の
代
表
機
関
を
設
け
る
と
い
う
形
で
、
二
院
制
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
、
現
在
の
二
院
制
を
支
持
す

る
根
拠
に
は
な
り
え
な
い
。
こ
の
点
も
す
で
に
み
た
よ
う
に
、「
元
老
院
は
、
州
を
基
礎
と
し
て
選
出
す
る
」
と
い
う
憲
法
の
規
定
は
、

元
老
院
の
権
限
に
は
な
ん
ら
反
映
さ
れ
ず
、
た
だ
、
選
挙
に
お
け
る
多
数
派
プ
レ
ミ
ア
ム
の
付
与
が
州
レ
ベ
ル
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
意
味
し
か
有
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
権
限
が
対
等
な
二
院
制
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
院
制
議
会
に
よ
る
専
制
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
、
政
府
が
一

方
の
議
院
と
対
立
し
た
と
き
に
は
も
う
一
方
の
議
院
に
依
拠
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
っ
た
主
張
も
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
現
在
の
二
院
制
を
支
持
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
と
反
論
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
両
議

院
は
形
式
的
に
は
別
々
の
機
関
で
あ
る
と
し
て
も
、
類
似
し
た
選
挙
制
度
に
よ
っ
て
両
議
院
の
政
治
的
同
質
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
の

だ
と
す
れ
ば
、
多
数
派
に
よ
る
専
制
の
お
そ
れ
は
、
一
院
制
議
会
の
場
合
と
比
べ
て
ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
の
か
と
い
う
指
摘
が
な

さ
れ
る
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
政
治
の
現
実
に
照
ら
し
た
と
き
、
政
府
の
立
場
の
弱
体
化
は
政
権
連
立
の
崩
壊
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
二
院
制
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
の
立
場
が
強
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る）

42
（

。

　

そ
う
す
る
と
、
結
局
、
イ
タ
リ
ア
で
二
院
制
を
支
持
す
る
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
両
議
院
で
の
審
議
を
通
じ
て

立
法
の
技
術
的
な
改
善
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
、
一
方
の
議
院
が
行
っ
た
選
択
に
つ
い
て
反
省
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
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で
き
る
と
か
い
っ
た
点
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
二
院
制
の
メ
リ
ッ
ト
が
、「
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
」
と

い
う
単
な
る
期
待
を
超
え
て
、
現
実
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
非
常
に
手
厳
し
い
批
判
が
な
さ
れ
て

い
る
。両
議
院
で
手
続
を
二
度
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
法
律
が
成
立
す
る
ま
で
の
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

必
ず
し
も
首
尾
一
貫
し
て
い
な
い
修
正
を
法
律
案
が
受
け
る
機
会
が
増
え
る
結
果
、
二
院
制
は
、
立
法
を
よ
り
洗
練
さ
れ
た
も
の
に
す

る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
反
対
の
方
向
に
作
用
し
て
い
る
の
が
現
実
だ
と
説
か
れ
る）

43
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
立
法
の
洗
練
へ
の
寄
与
と
い
う

こ
と
を
二
院
制
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
第
二
の
議
院
を
維
持
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
（
な
お
、
イ
タ
リ
ア
の
人
口
は
日
本
の

半
分
以
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
員
数
は
代
議
院
も
元
老
院
も
日
本
よ
り
多
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
）
が
そ
れ
に
見
合
う
の

か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑵　

二
院
制
改
革
論

　

⒜　

一
院
制
導
入
論　
　

こ
う
し
た
批
判
的
な
評
価
を
前
に
、
二
院
制
の
見
直
し
が
長
ら
く
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
二
院
制

改
革
論
は
、
大
き
く
、
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
二
院
制
と
い
う
枠
組
み
自
体
を
放
棄
し
て
一
院
制
に

移
行
す
べ
き
と
す
る
改
革
論
で
あ
り
、
第
二
は
、
二
院
制
と
い
う
枠
組
み
自
体
は
維
持
し
つ
つ
も
、
両
議
院
の
組
織
方
法
ま
た
は
機
能

に
な
ん
ら
か
の
違
い
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
「
事
実
上
の
一
院
制
」
を
解
消
し
、
本
来
の
二
院
制
の
姿
を
取
り
戻
す
方
向

で
憲
法
を
改
正
す
べ
き
と
す
る
改
革
論
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
一
院
制
導
入
論
が
憲
法
制
定
議
会
で
も
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
院
制

導
入
論
は
、
ス
イ
ス
及
び
ギ
リ
シ
ャ
（
一
九
七
五
年
）
並
び
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
一
九
七
六
年
）
と
い
っ
た
国
々
に
お
い
て
一
院
制
が
導

入
さ
れ
た
事
例
を
前
に
、
一
定
の
支
持
を
集
め
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
が）

44
（

、
し
か
し
、
多
数
の
支
持
を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

⒝　

機
能
分
担
論　
　

第
二
の
方
向
で
の
改
革
論
は
、
さ
ら
に
、
両
議
院
の
機
能
の
分
担
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
と
、
両
議
院
の
組

織
方
法
の
見
直
し
に
も
踏
み
込
も
う
と
す
る
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
の
例
と
し
て
、
一
九
八
五
年
に
報
告
書
が
出
さ

イタリア型二院制の現状と課題19
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れ
た
制
度
改
革
両
院
合
同
委
員
会
（
ボ
ッ
ツ
ィ
委
員
会
）
の
提
案
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る）

45
（

。
こ
の
委
員
会
で
も
や
は
り
、
二
院
制
を

維
持
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
が
政
治
的
な
関
心
を
集
め
た
が
、
多
数
派
は
、
完
全
対
等
型
の
二
院
制
を
放
棄
す
る
必
要
性
が
あ
る

こ
と
で
は
一
致
し
つ
つ
も
、
二
院
制
自
体
は
維
持
す
べ
き
も
の
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
多
数
派
は
、
現
在
両
議
院
が
果
た
し
て
い
る

機
能
が
同
一
で
あ
る
点
を
問
題
視
し
て）

46
（

、
両
議
院
の
正
統
性
や
組
織
方
法
は
そ
の
ま
ま
に
、
代
議
院
に
対
し
優
先
的
ま
た
は
排
他
的
な

立
法
機
能
を
、
元
老
院
に
対
し
優
先
的
ま
た
は
排
他
的
な
政
府
統
制
機
能
を
付
与
す
る
と
い
う
解
決
策
を
提
案
し
て
い
る
。

　

⒞　

州
代
表
機
関
化
論　
　

こ
れ
に
対
し
、
今
日
有
力
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
、
後
者
の
方
向
で
の
見
直
し
案
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
八
日
憲
法
的
法
律
第
三
号
で
実
現
し
た
地
方
分
権
改
革
が
あ
る
。
先

に
、
憲
法
制
定
議
会
で
の
審
議
に
お
い
て
、
第
二
院
を
州
の
利
益
を
代
表
す
る
議
院
と
す
る
構
想
に
対
し
「
州
に
は
実
態
が
な
い
」
と

い
う
反
対
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
に
普
通
州
の
設
置
が
実
現
し
、
二
〇
〇
一
年
の
地
方
分
権
改
革
に

よ
っ
て
、
憲
法
上
国
に
留
保
さ
れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
の
立
法
権
は
州
に
帰
属
す
る
と
い
う
形
で
州
の
立
法
権
が
大
幅
に
強
化
さ

れ
、
州
の
立
法
活
動
及
び
行
政
活
動
に
対
す
る
国
の
統
制
権
限
が
大
き
く
見
直
さ
れ
た
結
果）

47
（

、
今
日
で
は
、
州
が
「
州
」
と
呼
ぶ
べ
き

実
態
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
州
は
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
州
ほ
ど
に
は
強
い

自
律
性
を
有
し
て
お
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
の
国
家
形
態
に
つ
い
て
、
中
央
集
権
国
家
で
は
な
い
と
し
て
も
、
連
邦
制
国
家
と
ま
で
い
い
う

る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
自
ら
の
国
家
形
態
を
説
明
す
る
の
に
、「
道
州
制
国
家
（Stato regionale

）」
―

「
道
州
制
」
と
い
う
訳
語
が
適
切
か
ど
う
か
は
厳
密
に
は
問
題
で
あ
る
が
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
こ
の
語
が
一
番
近
い
よ
う
に
思
わ
れ

る

―
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る）

48
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
州
が
実
態
を
伴
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
結
果
、
元
老
院
を
州
の
代
表
機
関
と
し
て
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
立
場
が

有
力
に
な
っ
て
き
た
こ
と
に
は
、
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
立
場
は
、
単
に
学
説
上
主
張
さ
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
な

く
、
す
で
に
、
上
記
の
二
〇
〇
一
年
憲
法
的
法
律
第
三
号
に
実
定
法
上
の
足
が
か
り
を
有
す
る
に
至
っ
て
い
る）

49
（

。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第
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一
一
条
は
、「〔
二
院
制
の
見
直
し
に
関
す
る
〕
憲
法
第
二
部
第
一
章
の
諸
規
範
の
改
正
が
な
さ
れ
る
ま
で
」、
代
議
院
規
則
及
び
元
老
院

規
則
に
よ
っ
て
、
州
、
自
治
県
及
び
地
方
公
共
団
体
の
代
表
者
を
、
州
問
題
に
関
す
る
国
会
委
員
会
に
参
加
さ
せ
る
よ
う
求
め
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

⒟　

具
体
的
な
憲
法
改
正
案　
　

そ
し
て
、
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
政
権
の
下
で
、
二
〇
〇
三
年
に
閣
議
決
定
を
経
て
国
会
に
提
出
さ
れ
、

二
〇
〇
五
年
に
両
議
院
で
可
決
さ
れ
た
憲
法
的
法
律
案）

50
（

は
、
一
方
で
は
、
国
と
州
と
の
関
係
に
つ
い
て
連
邦
制
へ
の
本
格
的
な
移
行
を

明
確
に
打
ち
出
す
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
二
院
制
に
関
し
て
、
元
老
院
を
「
共
和
国
連
邦
元
老
院
（Senato 

federale 
della 

Repubblica

）」
と
改
称
し
て
、
こ
れ
に
州
を
基
礎
と
し
た
地
方
代
表
機
関
と
い
う
位
置
づ
け
を
与
え
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
組

織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
州
を
基
礎
と
し
て
直
接
普
通
選
挙
に
よ
っ
て
そ
の
議
員
を
選
出
す
る
点
は
維
持
し
つ
つ
も
、
解
散
の
制
度
を

廃
止
し
、
そ
の
選
挙
は
州
議
会
議
員
選
挙
と
同
時
に
行
う
も
の
と
し
て
い
る
（
な
お
、
州
議
会
議
員
の
任
期
は
州
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

い
る
か
ら
、
全
国
で
統
一
的
な
連
邦
元
老
院
議
員
選
挙
と
い
う
の
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
）。
ま
た
、
州
議
会
及
び
地
方
公
共
団
体

（
県
、
市
町
村
な
ど
）
の
議
会
の
代
表
者
が
表
決
権
を
も
た
ず
に
連
邦
元
老
院
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
組
織
の
あ
り
方
の
変
更
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
憲
法
的
法
律
案
は
、
両
議
院
の
権
限
に
つ
い
て
、
連
邦
元
老
院
は
政
府
の

信
任
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
改
め
、
立
法
に
関
し
て
も
、
連
邦
元
老
院
は
国
と
州
と
の
競
合
的
立
法
事
項
に
関
す
る
法

律
案
に
つ
い
て
優
先
的
な
審
議
・
議
決
権
を
有
し
、
代
議
院
は
連
邦
元
老
院
が
可
決
し
た
法
律
案
に
対
し
て
修
正
の
提
案
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
の
、
最
終
的
な
決
定
権
は
連
邦
元
老
院
に
留
保
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
た
（
た
だ
し
、
代
議
院
で
承
認
さ
れ
た
政
府
綱

領
の
実
施
等
の
た
め
に
修
正
が
不
可
欠
だ
と
政
府
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
連
邦
元
老
院
の
承
認
が
な
く
て
も
、
代
議
院
が
そ
の
議
員

の
絶
対
多
数
の
賛
成
で
修
正
し
う
る
も
の
と
さ
れ
た
）。
要
す
る
に
、
こ
の
憲
法
的
法
律
案
は
、
元
老
院
に
地
域
代
表
的
性
格
を
与
え
る

と
同
時
に
、
従
来
の
完
全
対
等
型
の
二
院
制
を
改
め
て
、
代
議
院
が
優
位
す
る
二
院
制
へ
と
転
換
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
憲
法
的
法
律
案
は
、
結
局
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
国
民
投
票
の
結
果
、
反
対
票
が
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
、

否
決
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
元
老
院
議
員
を
州
及
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
が
そ
の
構
成
員
か
ら
選
出
す
る
も
の
と
す

る
憲
法
改
正
案
（
二
〇
〇
七
年
の
代
議
院
憲
法
問
題
委
員
会
案
）
や
、
元
老
院
議
員
に
つ
い
て
、
各
州
議
会
議
員
選
挙
と
同
時
に
、
国

の
法
律
で
定
め
る
基
本
原
則
の
枠
内
で
、
各
州
の
法
律
の
定
め
に
基
づ
き
、
直
接
普
通
選
挙
で
選
出
す
べ
き
も
の
と
す
る
憲
法
改
正
案

（
二
〇
〇
八
年
の
元
老
院
憲
法
問
題
委
員
会
案
）
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る）

51
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
二
院
制
の
見
直
し
の

議
論
に
お
い
て
は
、
元
老
院
に
地
域
代
表
的
性
格
を
与
え
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
両
議
院
の
権
限
に
違
い
を
も
た
せ
る
と
い
う
基
本
的
な

方
向
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い）

52
（

。

お 

わ 

り 

に

　

さ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
二
院
制
が
抱
え
る
「
悩
み
」
は
、
わ
が
国
の
二
院
制
に
と
っ
て
も
無
縁
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

両
議
院
の
組
織
方
法
に
つ
い
て
、
衆
議
院
と
参
議
院
の
議
員
の
選
出
方
法
が
類
似
し
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
二
院
制
の

存
在
理
由
か
ら
み
て
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
批
判
は
、
わ
が
国
で
も
な
さ
れ
て
い
る）

53
（

。
そ
う
す
る
と
、
両
議
院
の
議
員
が
政
治
的
に
同

質
的
な
二
院
制
で
は
国
民
の
多
様
な
意
見
・
利
害
を
反
映
す
る
こ
と
も
多
数
派
に
よ
る
専
制
を
防
止
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
何
の
た
め

の
二
院
制
だ
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
批
判
は
、
わ
が
国
の
二
院
制
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
反
面
で
、
類
似
し
た
組
織
方
法

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
た
び
両
議
院
の
間
に
「
ね
じ
れ
」
が
生
じ
た
場
合
、
参
議
院
の
権
限
が
強
す
ぎ
る

―
衆
議
院
の
権
限
と
実

質
的
に
は
対
等
に
近
い

―
こ
と
が）

54
（

、
衆
議
院
に
対
す
る
健
全
な
抑
制
と
い
う
レ
ベ
ル
を
越
え
て
、「
決
め
ら
れ
な
い
政
治
」
を
も
た

ら
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
数
年
来
日
本
の
政
治
を
悩
ま
せ
て
き
た
課
題
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
意
味
で
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
二
院
制
改
革
論
は
、
両
議
院
の
組
織
方
法
が
類
似
し
、
両
議
院
の
権
限
が
実
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質
的
に
対
等
で
あ
る
と
い
う
、
類
似
し
た
仕
組
み
を
有
す
る
わ
が
国
の
二
院
制
の
今
後
を
考
え
る
う
え
で
も
、
大
い
に
参
考
に
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

冒
頭
で
、
イ
タ
リ
ア
で
は
現
在
、
憲
法
改
正
を
伴
う
二
院
制
改
革
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
。
そ
の
詳
細
は
別
稿
に
委

ね
る
が
、
一
言
だ
け
触
れ
て
お
く
と
、
例
え
ば
二
〇
一
三
年
四
月
に
公
表
さ
れ
た
「
賢
人
会
議
」
の
最
終
報
告
書
で
は
、
元
老
院
を
「
諸

州
の
元
老
院
（Senato delle Regioni

）」
と
改
め
て
、
こ
れ
に
地
域
代
表
的
性
格
を
与
え
る
と
同
時
に
、
憲
法
改
正
法
律
や
地
方
自
治

に
関
す
る
法
律
を
除
く
通
常
法
律
の
制
定
に
係
る
元
老
院
の
権
限
を
弱
め
、
ま
た
、
元
老
院
は
政
府
に
対
す
る
信
任
の
付
与
に
は
か
か

わ
ら
な
い
こ
と
に
す
る
と
い
っ
た
内
容
の
憲
法
改
正
が
提
案
さ
れ
て
い
る）

55
（

。

　

も
っ
と
も
、
わ
が
国
と
イ
タ
リ
ア
と
で
は
、
二
院
制
の
見
直
し
に
向
け
た
政
治
的
環
境
は
大
き
く
異
な
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
完
全

対
等
型
の
二
院
制
に
起
因
す
る
問
題
点
の
克
服
に
向
け
て
、
活
発
に
憲
法
改
正
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
、

現
在
の
二
院
制
の
あ
り
方
に
は
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
な
が
ら
も
、
憲
法
を
改
正
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
に
対
し
て
強

い
抵
抗
感
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
院
制
を
め
ぐ
る
彼
我
の
議
論
の
間
に
は
、
こ
の
点
で
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

（
１
）　Gruppo di Lavoro sulle riform

e istituzionali, Relazione Finale

（
大
統
領
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.quirinale.it/

）
に
掲

載
）。

（
２
）　

代
議
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.cam

era.it/
）
及
び
元
老
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.senato.it/

）
を
参
照
。

（
３
）　

以
下
、
イ
タ
リ
ア
共
和
国
憲
法
の
日
本
語
訳
は
、
初
宿
正
典
＝
辻
村
み
よ
子
編
『
新
解
説
世
界
憲
法
集
〔
第
二
版
〕』（
三
省
堂
、
二
〇
一
〇
年
）

一
一
九
頁
以
下
（
井
口
文
男
訳
）
を
参
照
し
た
。

（
４
）　V
edi, per es., Roberto Bin &

 Giovanni Pitruzzella, D
iritto costituzionale, 12

a ed., G. Giappichelli, 2011, p. 209.

（
５
）　V

edi Luigi Gianniti &
 N
icola Lupo, Corso di diritto parlam

entare, il M
ulino, 2008, p. 94.

（
６
）　Gianniti &

 Lupo, op. cit., p. 93.

（
７
）　Gianniti &

 Lupo, op. cit., p. 94. 

ま
た
、
芦
田
淳
「
イ
タ
リ
ア
の
対
等
な
二
院
制
下
で
の
立
法
過
程
を
め
ぐ
る
考
察
」
北
大
法
学
六
二
巻
六
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号
（
二
〇
一
二
年
）
二
六
五
頁
、
二
六
五
頁
も
参
照
。

（
８
）　

芦
田
・
前
掲
注（
７
）二
六
六
頁
。

（
９
）　Gianniti &

 Lupo, op. cit., p. 94.
（
10
）　

憲
法
制
定
議
会
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
、
堺
慎
介
「
イ
タ
リ
ア
共
和
国
議
会
選
挙
制
度
」
阪
大
法
学
五
〇
号
（
一
九
六
四
年
）
五
八
頁
、
六
三

頁
を
参
照
。

（
11
）　Gianniti &

 Lupo, op. cit., p. 96 ; A
rm
ando M

annino, D
iritto parlam

entare, Giuffrè, 2010, p. 111.

（
12
）　Bin &

 Pitruzzella, op. cit., p. 158.

（
13
）　

二
〇
一
三
年
六
月
現
在
で
の
選
挙
制
度
の
概
説
と
し
て
、例
え
ば
、Stefano M

aria Cicconetti, D
iritto parlam

entare, 2
a ed. aggiornata, 

G. Giappichelli, 2010, p. 53 

を
参
照
。
ま
た
、
日
本
語
に
よ
る
詳
細
な
紹
介
と
し
て
、
芦
田
淳
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
選
挙
制
度
改
革
」
外
国

の
立
法
二
三
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
三
二
頁
が
あ
る
。

（
14
）　

芦
田
・
前
掲
注（
13
）一
三
四
頁
以
下
。

（
15
）　V

edi Gianniti &
 Lupo, op. cit., p. 96 ; M

annino, op. cit., p. 110.

（
16
）　

芦
田
・
前
掲
注（
13
）一
三
八
頁
。

（
17
）　

二
〇
一
三
年
二
月
二
七
日
付
のCorriere della Sera

紙
（
第
一
面
）
及
びLa Repubblica

紙
（
第
一
〇
面
）
に
よ
る
。

（
18
）　Bin &

 Pitruzzella, op. cit., pp. 326 &
 350.

（
19
）　Bin &

 Pitruzzella, op. cit., p. 340.

（
20
）　Bin &

 Pitruzzella, op. cit., p. 340.

（
21
）　Bin &

 Pitruzzella, op. cit., p. 342.

（
22
）　

芦
田
・
前
掲
注（
７
）二
七
四
頁
。

（
23
）　

芦
田
・
前
掲
注（
７
）二
七
〇
頁
。

（
24
）　

代
議
院
規
則
及
び
元
老
院
規
則
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
代
議
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
及
び
元
老
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。
な
お
、
日
本
語
訳
と
し

て
、
や
や
古
い
も
の
に
な
る
が
、
国
立
国
会
図
書
館
政
治
法
制
課
「
イ
タ
リ
ア
衆
議
院
議
事
規
則
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
九
二
号
（
一
九
五
八
年
）
八
二

頁
及
び
同
「
イ
タ
リ
ア
元
老
院
議
事
規
則
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
九
九
号
（
一
九
五
九
年
）
六
六
頁
が
あ
る
。
ま
た
、
元
老
院
規
則
に
つ
い
て
は
、
比
較

的
新
し
い
日
本
語
訳
と
し
て
、
参
議
院
憲
法
調
査
会
事
務
局
編
『
参
憲
資
料
九
号　

両
院
制
と
議
会
制
度
に
関
す
る
主
要
国
の
制
度
』（
二
〇
〇
二

年
）
三
一
頁
以
下
も
あ
る
。

（
25
）　

芦
田
・
前
掲
注（
７
）二
七
一
頁
。
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（
26
）　

芦
田
・
前
掲
注（
７
）二
七
〇
頁
。

（
27
）　Bin &

 Pitruzzella, op. cit., p. 183.
（
28
）　

岩
崎
美
紀
子
「
二
院
制
議
会
（
八
）
―
イ
タ
リ
ア

―
」
地
方
自
治
七
四
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
三
九
頁
、
四
四
頁
。

（
29
）　Bin &

 Pitruzzella, op. cit., pp. 183-185.
（
30
）　Bin &

 Pitruzzella, op. cit., p. 340.

（
31
）　Bin &

 Pitruzzella, op. cit., p. 186.

（
32
）　

岩
崎
・
前
掲
注（
28
）四
六
頁
。

（
33
）　Gianniti &

 Lupo, op. cit., p. 179.

（
34
）　Bin &

 Pitruzzella, op. cit., p. 166.

（
35
）　Gianniti &

 Lupo, op. cit., p. 183. V
edi anche M

annino, op. cit., p. 300.

（
36
）　V

edi Gianniti &
 Lupo, op. cit., p. 185 ; Bin &

 Pitruzzella, op. cit., p. 166.

（
37
）　V

edi Gianniti &
 Lupo, op. cit., p. 98.

（
38
）　V

edi Bin &
 Pitruzzella, op. cit., pp. 216 &

 268. 

ま
た
、
芦
田
・
前
掲
注（
７
）二
六
九
頁
も
参
照
。

（
39
）　V

edi Bin &
 Pitruzzella, op. cit., p. 216. 

ま
た
、
芦
田
・
前
掲
注（
７
）二
七
〇
頁
も
参
照
。

（
40
）　V

edi Gianniti &
 Lupo, op. cit., p. 96.

（
41
）　V

edi Gianniti &
 Lupo, op. cit., p. 96.

（
42
）　M

annino, op. cit., pp. 111-112.

（
43
）　M

annino, op. cit., p. 112.

（
44
）　M

aria Luisa M
azzoni H

onorati, D
iritto parlam

entare, 2
a ed., G. Giappichelli, 2005, p. 61.

（
45
）　V

ittorio di Ciolo &
 Luigi Ciaurro, Il diritto parlam

entare nella teoria e nella pratica, 4
a ed., Giuffrè, 2003. V

edi anche 
H
onorati, op. cit., p. 60 n. 6. 

ま
た
、
高
橋
利
安
「
憲
法
体
制
転
換
期
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
憲
法
の
変
容

―
第
一
共
和
制
か
ら
第
二
共
和

制
へ
の
移
行
の
な
か
で

―
」
修
道
法
学
三
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
一
八
〇
頁
、
一
六
九
頁
も
参
照
。

（
46
）　

芦
田
・
前
掲
注（
７
）二
八
二
頁
を
参
照
。

（
47
）　

二
〇
〇
一
年
の
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
日
本
語
文
献
と
し
て
、
高
橋
利
安
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
地
方
分
権
を
め
ぐ
る
動
向

―
二
〇
〇
一

年
憲
法
的
法
律
第
三
号
の
分
析
を
中
心
に
」
修
道
法
学
二
七
巻
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
一
五
頁
、
及
び
柴
田
敏
夫
「
変
容
す
る
イ
タ
リ
ア
の
中
央

―
地
方
関
係
（
一
九
九
六
―
二
〇
〇
六
年
）
―
共
和
国
憲
法
二
部
五
章
の
改
正
と
州
」
専
修
法
学
論
集
一
〇
〇
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二
四
五
頁
を
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参
照
。

（
48
）　Per es., Bin &

 Pitruzzella, op. cit., p. 96. 

な
お
、
杉
原
泰
雄
＝
只
野
雅
人
『
憲
法
と
議
会
制
度
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
八

一
頁
（
只
野
雅
人
執
筆
）
は
、ｽｽEtat régionalｾｾ

（ｽｽStato regionaleｾｾ 

な
い
し ｽｽEstado regionalｾｾ

）
の
語
を
「
地
域
国
家
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
49
）　Bin &

 Pitruzzella, op. cit., p. 98.
（
50
）　

こ
の
憲
法
改
正
案
に
関
す
る
日
本
語
文
献
と
し
て
、
芦
田
淳
「
海
外
法
律
情
報
イ
タ
リ
ア　

上
院
改
革
『
相
違
が
な
く
対
等
な
二
院
制
』
の
見
直

し
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
八
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
七
八
頁
、
岩
波
祐
子
「
イ
タ
リ
ア
二
〇
〇
六
年
憲
法
改
正
国
民
投
票
〜
改
正
案
の
概
要
と
国
民

投
票
ま
で
の
道
程
〜
」
立
法
と
調
査
二
五
九
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
〇
七
頁
、
及
び
高
橋
・
前
掲
注（
45
）一
六
四
頁
以
下
を
参
照
。

（
51
）　

芦
田
・
前
掲
注（
７
）二
八
二
頁
以
下
。

（
52
）　

芦
田
・
前
掲
注（
７
）二
八
四
頁
。

（
53
）　

大
石
眞
『
憲
法
講
義
Ⅰ
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
一
二
五
頁
。

（
54
）　

大
山
礼
子
『
国
会
学
入
門
〔
第
二
版
〕』（
三
省
堂
、
二
〇
〇
三
年
）
一
五
四
頁
参
照
。

（
55
）　Gruppo di Lavoro sulle riform

e istituzionali, op. cit., pp. 11-13.
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